
機能説明

設定画面

ホームページ管理画面

・ユーザー設定

・メール設定

・アクセス数・ページビュー・アクセス元

・設定
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1-1ユーザー設定とは
ユーザーの情報登録やアクセス権限の設定を行う項目です。管理画面ログイン時のパスワードの変更もここで行います。

設定画面での表示 設定画面の説明

ユーザー登録画面での表示 ユーザー登録画面の説明

パスワードポリシー

1-1-1 ユーザー登録画面の構造

ユーザー詳細情報

ユーザー名を入力します。

パスワードを入力します。

パスワードを再入力します。

姓を入力します。
名を入力します。

姓をカタカナで入力します。
名をカタカナで入力します。

メールアドレスを入力します。
パスワードを忘れた際、変更手続きを行うた
めに利用されます。

電話番号を入力します。

編集を中止し元の画面に戻ります。

編集内容を保存し、上書きします。

3、次の4つのカテゴリのうち3つから文字を使用してください。
2、パスワードの長さは8文字以上にしてください。

・半角英大文字（ A ～ Z ）
・半角英小文字（ a ～ z ）

・10進数の半角数字（ 0 ～ 9 ）
・記号（ !、.、?、+、$、%、#、&amp;、*、=、@ ）

1、ユーザー名に含まれる3文字以上連続する文字列は使用できません。
ユーザー名： username
パスワード：use_pw0123@
※useの部分がユーザー名で3文字以上利用されている

例）

ユーザー名

パスワード

パスワード(確認)

氏名(漢字)
姓
名

姓
名

氏名(フリガナ)

電話番号

メールアドレス

戻るボタン

○ボタン

・・・・・

・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・

・・・・・

・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・

を押す

を押す 3-3  「登録した内容を表示します」へ進みます。

を押す 3-4  「アクセス権限の内容を表示します」へ進みます。

3-2  「ユーザー登録画面の構造」へ進みます。

新しいユーザー登録画面へ進みます。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ユーザーの登録情報を表示します。・・・・・・(詳しくみる)

ユーザー名を表示します。
既に登録されているユーザー名は登録できません。
4文字以上 半角英数(記号不可)

・・・・・・・・・・・ユーザー名

それぞれの権限によって、補佐できる範囲が限られ
ています。

admin・support・desgin・何もなし。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・権限

ホームページの編集が可能かどうかを表示します。・・・・・・・・・・・コンテンツ

アクセス権限を編集する画面へ移動するためのアイ
コンを表示します。

・・・・・・・・・・アクセス権限

※マークをクリックするとアクセス権限を編集する
画面へ進みます。
※マークが表示されていないユーザーは
"権限を変更できません。"

管理画面にアクセス可能かどうかを表示しています。・・・・・・・・・・・ステータス

1 設定画面



登録した内容での表示
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1  設定画面

ユーザー 編集の内容

登録した内容の説明

1-1-2 登録した内容を表示します

1-1ユーザー設定

登録した内容の編集画面へ進みます。
※パスワードや登録情報の変更はこちらで操
作します。

ユーザーの登録を削除します。

姓を表示します。

電話番号を表示します。

名を表示します。

メールアドレスを表示します。

姓

名

電話番号

メールアドレス

・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・

・・・・

完全に消えてしまいますので、削除する時はお気をつけ下さい。

アクセス権限の内容 アクセス権限の内容の説明

1-1-3 アクセス権限の内容を表示します

新しいパスワードを入力します。

現在のパスワードを入力します。

新しいパスワードを再入力します。
※「3-2 ユーザー登録画面の構造」の
        パスワードポリシーをご覧下さい。

現在のパスワード

新しいパスワード

新しいパスワード(確認)

・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・

・・・・・

を押す

ユーザー編集の内容の説明

ユーザー詳細情報

姓を入力します。
名を入力します。

姓をカタカナで入力します。
名をカタカナで入力します。

メールアドレスを入力します。
パスワードを忘れた際、変更手続きを行うた
めに利用されます。

電話番号を入力します。

編集を中止し元の画面に戻ります。

編集内容を保存し、上書きします。

氏名(漢字)
姓
名

姓
名

氏名(フリガナ)

電話番号

メールアドレス

戻るボタン

○ボタン ・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・

・・・・・

・・・・・・・・・・

編集を中止し元の画面に戻ります。

編集内容を保存し、上書きします。

戻るボタン

○ボタン ・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・

ステータスの無効/有効を表示します。
※ユーザー情報の編集権限

ステータス ・・・・・・・・・・

コンテンツの無効/有効を表示します。
※ホームページ編集権限
(ただしステータスが有効の場合)

コンテンツ ・・・・・・・・・・



を押す 4-2「転送アドレス追加画面の構造」へ進みます。

を押す

を押す

を押す

を押す
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1-2 メール設定とは
メールアドレスの登録やメール転送用のメールアドレスの設定を行う項目です。メールアドレスは10個まで登録が可能です。

メールアドレス管理画面での表示 メールアドレス管理画面の説明

転送アドレス追加画面での表示 転送アドレス追加画面の説明

1-2-1 転送アドレス追加画面の構造

1  設定画面
1 - 2メール設定

転送元のメールアドレスを入力します。
※メールアドレスを半角英数で、登録済
のメールアドレスと重複しないように入
力します。

※1行に1アドレスを入力します。
※必ず1行目に転送元アドレスを入力し
てください。

転送先のメールアドレスを入力します。

転送の設定を有効・無効にします。
※チェックを入れると有効となります。

転送元アドレス

転送先アドレス

状態 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・

登録されたアドレスの数を表示します。
登録可能なアドレスの数の上限を表示します。

現在
上限

・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・

転送元のアドレスを表示します。
転送先のアドレスを表示します。

転送元
上限

・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・

転送が有効か無効かの表示をします。
転送の設定を作成した日時を表示します。

状態
作成日時

・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・

転送アドレス情報の最終更新日時を表示します。最終更新日時 ・・・・・・

・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・

・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・ 転送アドレス追加画面へ進みます。

※1

※1

※1※1※1

※2※2

※1※1

※2※2

※2

※2・・・・・・・・・・・・・ メールアドレス追加画面へ進みます。

転送アドレス

登録されたメールアドレスを表示します。
名前を表示します。

メールアドレス
名前

・・・

・・・・・・・・・・・・・・

メールアドレスの有効・無効を表示します。
メールアドレスを登録した日時を表示します。

状態
作成日時

メールアドレス情報の最終更新日時を表示します。最終更新日時

メールアドレス

アドレス数

ドメイン

転送数

ドメインを表示します。

転送数を表示します。

・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・

4-3「登録した内容の編集画面の構造」へ進みます。

4-3「登録した内容の編集画面の構造」へ進みます。

※2 4-5「登録した内容の編集画面の構造」へ進みます。

4-4「メールアドレス追加画面の構造」へ進みます。

設定を削除します。・・・・・・・・・・・・・

完全に消えてしまいますので、削除する時はお気をつけ下さい。

編集を中止し元の画面に戻ります。

編集内容を保存し、上書きします。

戻るボタン

○ボタン

・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・

d

e
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転送アドレス編集画面での表示 転送アドレス編集画面の説明

1-2-2 登録した内容の編集画面の構造

メールアドレス追加画面での表示 メールアドレス追加画面の説明

1-2-3 メールアドレス追加画面の構造

メールアドレス編集画面での表示 メールアドレス編集画面の説明

1-2-4 登録した内容の編集画面の構造

追加するメールアドレスを入力します。

新しいパスワードを再入力します。

新しいパスワードを入力します。

メールアドレス

新しいパスワード

新しいパスワード(確認) ・・・・

名前を入力します。名前 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

メールアドレスの有効/無効を設定
します。

状態 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・

編集を中止し元の画面に戻ります。

編集内容を保存し、上書きします。

戻るボタン

○ボタン

・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・

新しいパスワードを再入力します。

新しいパスワードを入力します。新しいパスワード

新しいパスワード(確認) ・・・・

名前を入力します。名前 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

メールアドレスの有効/無効を設定
します。

状態 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・

編集を中止し元の画面に戻ります。

編集内容を保存し、上書きします。

戻るボタン

○ボタン

・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・

※メールアドレスを半角英数で、登録
済のメールアドレスと重複しないよう
に入力します。

※1行に1アドレスを入力します。
※必ず1行目に転送元アドレスを入力 
    してください。

転送の設定を有効・無効にします。

転送先アドレスの入力をします。

※チェックを入れると有効となります。

転送先アドレス

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・

編集を中止し元の画面に戻ります。

編集内容を保存し、上書きします。

戻るボタン

○ボタン

・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・

状態

1  設定画面
1 - 2メール設定



アクセス数・ページビュー・アクセス元
1-3-1 アクセス数とは

アクセス数とは、ホームページに訪れて各ページを開いた時に数えられる1日の合計が1ヶ月間分表示されます。
このアクセス数を見て、更新やイベント告知などをした際に、どれだけのアクセス数があるかを分析をします。

アクセス数画面での表示 アクセス数画面での表示の説明

1  設定画面
1 - 3アクセス数・ページビュー・アクセス元

当日から過去1ヶ月のホームページへのアクセ
ス数の合計が計算されます。

当日が一番下になります。当日から上へ前日
という順番で過去1ヶ月を表します。

その日にどれだけのアクセスがあったのかを
数字で表示します。

その日のアクセス数を横棒のグラフにして、
他の日のアクセスと比べます。

・・ ・・過去1ヶ月間の
ホームページアクセス数

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・日

・・・・・・・・・・・・・・・・・アクセス数

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・棒グラフ

1-3-2 ページビューとは
ページビューとは、ホームページ内の公開しているページに、どれだけの回数で閲覧をされているか多い順に表示されます。
ここで、どのページがよく見られているか。また、どのページが逆に見られていないのか。を分析して、更新するページなどを決めます。

ページビュー画面での表示 ページビュー画面での表示の説明

当日から、過去1ヶ月間にそれぞれのページを
閲覧された合計が計算されます。
※アクセス数と同じ合計になります。

ホームページ上で公開設定がされているページ
をカウントします。
非リンクページもリストに入ります。

過去1ヶ月以内に、各ページの閲覧された合計
が計算されます。

表示件数を棒グラフにしたものです。

・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・過去1ヶ月間の
ページ表示件数

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ページ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・表示件数

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・棒グラフ

1-3-3 アクセス元とは
他サイトで、検索をされてホームページに訪問された方の記録です。どのサイトから飛んできたかが分かります。
また、訪問された数のみになりますので、アクセス数のようにページに訪れたカウントではなくホームページそのものに入った数です。

アクセス元ランキング画面での表示 アクセス元ランキング画面での表示の説明

当日から過去1ヶ月以内に、他サイトから訪問
された方の数になります。

アクセスしてきた元のURLを表示します。

GoogleやYahooなどの検索キーワードを何で
検索して訪問したかを表示します。

GoogleやYahooなどの検索サイトなどから、
訪問した件数を表示します。

・・ ・・ ・・過去1ヶ月間の
アクセス元ランキング

・・・・・・・・・・・・・・・・・アクセス元

・・・・・・・・・・・・・・・・・キーワード

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・件数
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1-4 設定とは
設定では、記事に投稿できる携帯電話のメールアドレスを登録します。

基本設定画面での表示 基本設定画面の説明

10件までです。

登録できるメールアドレスは、以下の17種です。
docomo.ne.jp
ezweb.ne.jp
softbank.ne.jp
d.vodafone.ne.jp
h.vodafone.ne.jp
t.vodafone.ne.jp
c.vodafone.ne.jp
k.vodafone.ne.jp
r.vodafone.ne.jp

n.vodafone.ne.jp
s.vodafone.ne.jp 
q.vodafone.ne.jp
d.vodafone.ne.jp
q.vodafone.ne.jp
disny.ne.jp
i.softbank.jp
gmail.com

登録できる件数

a

a

b
c

基本設定編集画面での表示 基本設定編集画面の説明

1-4-1 基本設定編集画面の構造

メール投稿用携帯電話アドレスを入力し
ます。

Twitterのアカウントを入力して、ホーム
ページの右側にリンクのタグを付けます。

メール投稿用
携帯電話アドレス

Twitterボタン

・・・・・・・

・・・・・・・・・・

編集を中止し元の画面に戻ります。

編集内容を保存し、上書きします。

戻るボタン

○ボタン

・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・

d

・・・・・・・・

を押す

を押す 6-3「アプリケーション認証画面の表示」へ進みます。

6-2「基本設定編集画面の構造」へ進みます。

1  設定画面
1 - 4設定



a

a

アプリケーション認証画面の表示 アプリケーション認証画面の説明

1-4-2 アプリケーション認証画面の表示

連携アプリを認証ボタンをクリックして
Twitterと連携します。

連携アプリを認証 ・・・・・・

ホームページとTwitterの連動設定

Twitter連携は、ホームページの更新をすると
連動してTwitterに反映します。
反映例 )  ブログを更新しました。

ブロック名ブロック名ブロック名ブロック名 ブロック名へのリンクブロック名へのリンクブロック名へのリンクブロック名へのリンク

1  設定画面
1 - 4設定
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2 ホームページ管理画面

例）レイアウト画面上で

編集したい所へマウスポ

インタを合わせるとアイ

コンが表示され編集画面

を開く事ができます。

2-1　ホームページ管理画面とは

2-2　レイアウト画面

2-2-1　レイアウト画面とは

2-2-2　レイアウト画面のアイコンの説明

レイアウト画面やブロック編集画面などの複数の編集画面で
構成されます。
ホームページの表示の状態や内部の設定もこちらの管理画面
で編集、管理します。

レイアウト画面とは、様々な編集画面に行き着くための基本
的な画面です。運営しているホームページの表示状態と同様
の画面なので、編集した部分に直接アクセスできます。

a

メインメニュー

管理画面 ( アイコンの画面 ) に戻ります。

画像をアップロードする

画像をアップロードする時に使用します。

ページ一覧
ページ一覧を表示します。

ページの並び替えや追加・削除をここから行います。

ページ一覧で表示されている順がホームペー

ジ上の順番になります。

(2-5 ページ参照 )

サイト基本情報
ホームページの基本情報を設定します。

(2-4 サイト基本情報画面参照 )

ページを追加
右図の画面が表示され、ページの追加が出来

ます。 (2-5-2 ページ情報詳細画面の説明を参照 )
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2 - 2 レイアウト画面

2-2 - 2   レイアウト画面のアイコンの説明

2  ホームページ管理画面

ページ情報詳細（2-5 ページ参照）

テーマを選択する下図ウィンドウが右に表示されます。

編集メニュー

ホームページを表示する

テーマやレイアウトの変更、ブロックの追加など
ホームページの編集をする時に使用します。

HOME の部分は編集するページを表示
しています。

テーマ（2-4-2 サイト基本情報画面の説明　　  と同じ
内容を決めることが出来ます。）

下には、現在選択されているレイアウト状態を表示します。

レイアウトを選択する上図ウィンドウが右に表示されます。

レイアウト（2-5-2 ページ情報詳細の説明　  　と同じ
内容を決めることが出来ます。）

公開設定（2-5-2 ページ情報詳細の説明　  　と同じ内
容を決めることが出来ます。）

下図ブロック一覧画面を表示します。
編集メニューのブロックのリストが別画面で一覧表示
されます。ブロックの編集や削除などがこの一覧画面
から行えます。

ブロック一覧

ブロックを追加する時に使用します。
上図ブロック追加画面が表示され、ブロックを追加す
ることが出来ます。
ブロック一覧の　　　　でも同様の画面が表示され、
ブロックの追加が出来ます。

レイアウト画面で表示（編集）中のページを新しいウィ
ンドウで開くことが出来るボタンです。実際にホーム
ページを表示して確認する時に使用します。

ブロック追加



レイアウト画面の「画像をアップロード
する」アイコンをクリック

記事の編集画面にある　　画像を挿入 / 
編集をクリックして表示した下図の閲覧
をクリック

画像選択画面の表示方法

！

！

例) 写真01.jpg

A

A

B

B

C

C

2  ホームページ管理画面

2-3　画像選択画面

2-3-1　画像選択画面とは

2-3-2　画像選択画面の説明

画像選択画面とは、画像フォルダ内の状態を一覧で表示する画面です。
アップロード済の画像の一覧表示や画像の削除、追加をこの画面で行います。

アップロード済の画像を一覧表示します。
画像の名称順で表示されます。

新たにフォルダを作成する時
に使用します。

初期のフォルダ状態です。
通常このフォルダに画像を
アップロードします。

複数のフォルダを作成してい
る場合にフォルダを選択する
時に使用します。

画像ファイルをコンピュータ
から参照しアップロードした
い画像を選択します。

画像をアップロードする時の画像サイズを選択します。
大きな画像を小さくしたい場合に使います。
（選択した画像サイズより小さい画像の場合は、引き伸ばされます。）
「画像サイズを指定しない」を選択すると画像ファイルそのままのサイ
ズでアップロードされます。

アップロード先の設定とアップロードを行う部分です。

一覧表示しているアップロード済の画像の移動、削除
する時に使用します。

アップロードできる画像ファイル名は、「半角英数字」のみの
ファイル名となります。以下の例のファイル名の場合アップ
ロード前にファイル名を変更してください。

選択したファイルのチェックをすべて
外します。

表示されているファイルをすべて選択
します。
（画像の下にチェックが入ります。）

ファイルを移動する場合、移動先のフォ
ルダを選択します。チェックしたファ
イルを移動させます。

選択（チェックが入った）項目（ファ
イル）を削除します。

警告画面で OK をクリックすると完

全に削除されます。

選択（チェックが入った）項目（ファ
イル）を選択した移動先のフォルダへ
移動します。
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2 - 4 サイト基本情報画面

2  ホームページ管理画面

2-4-1 サイト基本情報とは

2-4-2 サイト基本情報画面の説明

サイト基本情報とは、サイト全体の情報を設定する入力画面です。

サイト内全てに適応されます。

サイト内全てに適応されます。

サイト内全てに適応されます。

サイト内全てに適応されます。
サイト内全てに適応されます。

インフォメーション

メインイメージ

タイトル

説明
ロゴ画像

タイトル タイトル

テーマ

サイト基本情報 サイト

ページ情報詳細では、ページごとの情報を設定することができま

す。ページ情報詳細で未入力の項目は、サイト基本情報で入力し

た内容が、引き継がれます。



2 - 4 サイト基本情報

2-4 - 2   サイト基本情報画面の説明

2  ホームページ管理画面

A

B

C

D

E

F

タグ…
通常入力する必要はありません。

</body> タグの直前に任意のタグを挿入することができます。

J

フッターリンク…

コピーライト…

K

テーマ…

テーマとはホームページの背景の色や形の事をいいます。４種類のタイプから選べます。

タイトル…

説明…

キーワード…

メインイメージ…

ロゴ画像…

トラッキングコード…
通常入力する必要はありません。Google アナリティクスを使用するとき

にこちらにトラッキングコードを貼り付けてください。

I

モバイル用 sitemap.xml…

L

sitemap.xml…

N

O

M

OK…
入力した内容を確定させるときに使用します。

画面へ戻るボタンにもなります。

キーワード【keywords】とは、索エンジンの巡回ロボットが参考にするキーワ

ードとなります。作成するページ内で使われる重要な言葉( キーワード) を半角

カンマ（,）で区切って入力してください。

※

ロゴ画像は、サイトの左上部分に表示されるお店等の名前が入った画像を

指します。こちらに画像を指定するとサイトにあるすべてのページに適用

されます。ロゴ画像は HOME（index）

画像は画像フォルダにアップロードした画像を指定します。

画像サイズはお好きなサイズで配置が出来ます。ただ、画像の上部と反
対側のインフォメーションの上部は関連しているため、画像が大きいと、
インフォメーションも一緒に持ち上げられます。

※ png等、画像形式によっては携帯電話で表示されない場合があります。

G インフォメーション…

例）
店名 ○○○食堂
愛知県名古屋市中区
TEL：012-345-6789

ホームページの右上に表示されている、店舗名や会社名、住所などの簡単な
詳細情報を表示します。

※ 必須項目

※ 必須項目

※ 必須項目

ブラウザーのタイトルバーに表示されたり、「お気に入り」や「履歴」と「検索エ

ンジンの結果」としても表示されます。

※HTMLの<title>にあたります。

すべてのページの上部に表示されるイメージを設定します。

おもに静止画像は、「メイン画像」に設定をします。

動きをつけたフラッシュなどのファイルは「フラッシュ(swf)」に設定します。

スクリプトを反映させたい場合は、「script」内にscriptを入力します。

scriptを入力する場合は、見たまま編集画面への影響を抑える為、以下の
様に記入します。

<!-- Exclude Administration Pages Start -->
<script></script>
<!-- Exclude Administration Pages End -->

※

ヘッダー内タグ…
サイト全体の <head></head> の中に入れるタグを記入することができます。

通常使用される場合は記入不要です。

H

必須項目（ドロップダウンリストからいずれかのテーマを

選択して頂く必要があります）

※

説明とは、検索エンジンなどが適切にページの内容を把握できるようその

ページの説明を記述したものです。ディスクリプション【description】と

もいいます。地域・業種・店名・サービスの要約などを端的に入力するこ

とをおすすめします。

通常入力する必要はありません。指定する場合は、sitemap.xml のソース

を入力してください。<urlset> この部分</urlset>

全ページの一番下にHTMLタグを挿入する事ができます。

フッターリンクを設置したい場合は、こちらに入力して下さい。

ページ最下部にあるコピーライトを変更したい場合に入力します。

空欄の場合は、「Bタイトル」に入力された内容が表示されます。

通常入力する必要はありません。指定する場合は、sitemap.xml のソース

を入力してください。<urlset> この部分</urlset>
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2 - 5 ページ

2  ホームページ管理画面

2 - 5 - 1  ページとは

2-5 - 2  ページ情報詳細画面の説明

ページとは、メインメニューからリンクされた項目ごとの内容を一つにまとめたものです。ページの中に縦に10コのスペースがあり、ブロッ

クを10コまで配置できます。※レイアウトによってスペースの位置が変わります。

配置 ( メイン )配置 ( 左 )

ページ情報詳細 サイト

記事

記事

記事

記事

記事

ブロック

ブロック

ブロック

ブロック

1

2

1

3

2



2 - 5 ページ

2  ホームページ管理画面

2 - 5 - 2  ページ情報詳細画面の説明

※名前… 必須項目（未入力・誤入力の場合 OK を押しても再入力が必要

となる項目です。）

B

C

D

E

F

G

H

I

J

N

O

A

例）http://sample.com/page の部分でアクセス解析の際にもページビューで

表示されます。半角英数字のみが使用でき、同じ名前は使用出来ません。

※サイトの一番最初のページ（HOME・TOP 等）はこの名前の部分を

「index」とする決まりがあります。

※親ページ… 必須項目（未入力・誤入力の場合 OK を押しても再入

力が必要となる項目です。）

※ メインメニューに表示されなくなり、親ページを表示した際にサブメ

ニューとしてページ名（タイトル）が表示されます。

サイト構成上、メインメニューの下の階層に配置するサブページとして指定

ができます。すでに作成されているページをドロップダウンリストから選択

できます。

※レイアウト… 必須項目（未入力・誤入力の場合 OK を押して

も再入力が必要となる項目です。）

レイアウトとはブロックを配置する形を選択する項目です。（ページ毎で指

定出来ます）テーマによって選択できる数が異なります。

※説明… 必須項目（未入力・誤入力の場合 OK を押しても再入力が必要

となる項目です。）

サイト基本情報の説明（2-1）と同様ですが、こちらはページ毎に指定でき

ます。空白の場合は、サイト基本情報で入力された内容がそのまま表示され

ます。

※キーワード… 必須項目（未入力・誤入力の場合 OK を押して

も再入力が必要となる項目です。）

サイト基本情報の説明（2-4）と同様ですが、こちらはページ毎に指定でき

ます。空白の場合は、サイト基本情報で入力された内容がそのまま反映され

ます。

※ヘッダー内タグ… 必須項目（未入力・誤入力の場合 OK 

を押しても再入力が必要となる項目

です。）

ページ毎の <head></head> の中に入れるタグを記入することができます。

基本的に使用しませんので、通常使用される場合は記入が不要です。

※メイン画像… 必須項目（未入力・誤入力の場合 OK を押して

も再入力が必要となる項目です。）

サイト基本情報ではすべてのページに対してメイン画像を指定するのに対し

て、ページ詳細情報のメイン画像は一つのページに対してのメイン画像の

指定となります。（アップロードした画像から選択します。）

※フラッシュ（swf）… 必須項目（未入力・誤入力の場合

OK を押しても再入力が必要となる

項目です。）
メイン画像の位置に作成済のフラッシュ（swf）を配置する項目です。（アッ

プロードしたファイルから選択します。）　

メニュー画像…
※タイトル… 必須項目（未入力・誤入力の場合 OK を押しても再

入力が必要となる項目です。）

タイトルは、メインメニュー（表示状態が公開の時）に表示されます。

表示状態…
ページの表示状態を設定します。

OK…

メニュー画像（オン）…

スペース…
レイアウト　　で指定した形にブロックを配置指定します。

ページに配置す るブロックを「スペース 1」～「スペース 6」のドロップダ

ウンリストから選択して配置することができます。件数に入力の必要はあり

ません。

基本的に上から順番に指定しますが、空白の場合ホームページの表示上詰め

て表示されます。

C

入力した内容を確定させる時に使用します。

K

L

M

A　左が狭くメインが右にあるレイアウトです。
B　メインが一つのみのレイアウトです。（06.09 のテーマは無）
C　右が狭くメインが左にあるレイアウトです。（06.09 のテーマは無）
F　フリー
　　サイト基本情報で指定したテーマに依存せず、作成できます。
　　デザインの指定等がない場合、白い画面となります。

『メニュー画像』を指定した場合、マウスでクリックした後の画像をここで

指定する事が出来ます。(プレミアムテーマのみ)

メインメニューのボタンを画像に指定することが出来ます。(プレミアムテ

ーマのみ)

script…



2 - 6 ブロック

2  ホームページ管理画面

サイト

記事

記事

記事

記事

記事

ブロック

ブロック

ブロック

ブロック

1

2

1

3

2

2 - 6 - 1  ブロックとは

ブロックとは、ページ内のスペースに配置する枠のことです。

図の様にページの中に複数のブロックを入れてページを構成するために使います。

このブロックには、ブログやお問い合わせフォームなどの種類があり、ページに配置することで

機能を追加することができます。

ブロックは1つの配置欄につき10コまで配置できます。

スペースの配置がテーマ（ページ情報詳細）によって

配置できる位置（レイアウト）が変わります。

テーマ A

テーマ B

テーマ C

テーマ D

A タイプ CタイプBタイプ

Aタイプ

Aタイプ

Aタイプ

CタイプBタイプ Dタイプ

使用出来るレイアウト

使用出来るレイアウト

使用出来るレイアウト

使用出来るレイアウト

F タイプは、メインメニューも
背景画像も表示されないタイプです。

F タイプは、メインメニューも
背景画像も表示されないタイプです。

F タイプは、メインメニューも
背景画像も表示されないタイプです。

F タイプは、メインメニューも
背景画像も表示されないタイプです。

A タイプ



2 - 6 ブロック

2-6 - 1   ブロックとは

2  ホームページ管理画面

新着情報ブロック…A ホームページを閲覧した方に新着情報として新しい日付を順に情報を表示さ

せるブロックです。

会社概要ブロック… 予め用意された入力項目を入力するだけで会社概要を一覧形式で掲載する

ことができるブロックです。

よくある質問ブロック… よくある質問を Q & A 形式で掲載できるブロックです。

見出し& 記事ブロック… 複数の記事（後述）を一括りにして内容を作成するためのブロックです。

ホームページの大部分をこのブロックにて構成します。

ブログブロック… ブログ機能を持ったブロックです。

ブログカテゴリーブロック… ブログブロックと併せて使用するブロックです。

記事のカテゴリを管理、表示するためのブロックで、ブログブロックを

配置したページの狭いスペースの方に配置する事が一般的です。

予め用意された入力項目を入力するだけでお店情報を一覧形式で掲載する

ことができるブロックです。

また、項目名や順番を変更することも可能です。

お店情報ブロック… 予め用意された入力項目を入力するだけでお店情報を一覧形式で掲載する

ことができるブロックです。

営業日カレンダーブロック… 日曜日から始まる当月と翌月の２ヵ月分のカレンダー表示機能を持ったブ

ロックす。

問い合わせブロック… 問い合わせフォーム（メール送信フォーム）の機能を持ったブロックです。

自由ページブロック… ページ情報詳細のレイアウトの設定で自由ページ（F）を選択した際に使用

するブロックです。

見出し& 記事とほぼ同じ用途で使用しますが、見出しの指定などもなく

HTML ・CSSで自由にレイアウトしていただくことを目的としたブロックです。

B

C

D

E

F

G

お店情報（美容院・病院・施設等）ブロック…K

H

I

J
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2 - 6 ブロック

2-6 - 1   ブロックとは

2  ホームページ管理画面

新着情報ブロック

新着情報ブロックとは

新着情報ブロックの構造

新着情報ブロックとは、ホームページを閲覧した方に新着情報として新しい日付を上に情報を表示させるブロックです。

スクロール有りとスクロール無しがあります。

a

b

a

b

a

a

a

b

b

b

ｃ

ｃ

A

記事編集画面での表示

管理画面での表示

記事編集画面

サイト

OK ボタンはブロックの編集内容
を確定する時に使用します。

ブロック

記事

ブロックのタイトル・説明・メール投稿を設定します。

新しく記事を追加する時に使用します。

ブロックを削除します。
記事が入っている場合でもポップアッ
プ画面で OK を押すと記事ごと削除さ
れます。

完全に消えてしまいますので、削除する時はお気をつけ下さい。

種類 このブロックの種類を表示しています。

表示設定 記事の表示・非表示の設定をします。
詳細 記事の詳細を表示します。編集はできません。
編集 記事の編集をします。ボタンをクリックすると編集

画面が表示されます。

削除 記事自体を削除します。
ポップアップ画面で OK をクリックすると記事を削
除出来ます。

複製 複製ボタンをクリックした記事を下に複製します。

日付を設定しますが、はじめから記事を追加した日時に設定されて
います。
TinyMCE を使い記事を入力していきます。

OK ボタンをクリックすると、内容がホームページに公開されます。

タイトル このブロックの名称を表示しています。
編集メニューウィンドウとホームページにも表示さ
れます。

メール投稿

ブロック編集画面で変更できます。

説明 ブロック一覧に表示される内容で、ホームページに
は表示されません。

※

※

※

※

設定したメール投稿用携帯アドレスからのメール投稿を
使用するかを選択します。

「使用する」を選択した場合、メールアドレスが表示され
ます。このメールアドレスに設定したメール投稿用携帯
アドレスからメールを送信すると投稿が可能です。



会社概要ブロック

B-1 会社概要ブロックとは
会社情報ブロックとは、予め用意された項目を入力するだけで会社情報を一覧形式で掲載することができるブロックです。

B

a

b

c

d

e

f

g

h

i

j

k
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ページ情報詳細 サイト

q

2 - 6 ブロック

2-6 - 1   ブロックとは

2  ホームページ管理画面
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B - 2 会社概要ブロックの構造 会社概要ブロックB

管理画面での表示

管理画面の説明

ブロック

ブロックのタイトル・説明を設定します。

ブロックを削除します。
記事が入っている場合でもポップアッ
プ画面でOK を押すと記事ごと削除さ
れます。

種類 このブロックの種類を表示しています。
タイトル このブロックの名称を表示しています。

編集メニューウィンドウとホームページにも表示され
ます。

ブロック編集画面で変更できます。

説明 ブロック一覧に表示される内容で、ホームページには
表示されません。

※

※

※

記事

新しく記事を追加する時に使用します。

完全に消えてしまいますので、削除する時はお気をつけ下さい。

表示 （一括りの表）を追加する時に使用します。

詳細 記事の詳細を表示します。編集はできません。
編集 記事の編集をします。ボタンをクリックすると編集

画面が表示されます。
削除 記事（一括りの表）自体を削除します。

ポップアップ画面でOKをクリックすると記事を削除
出来ます。

管理画面での表示

名称 会社名等を入力します。

郵便番号 掲載したい郵便番号のみを入力します。

住所 掲載したい住所を入れます

TEL 掲載したい電話番号を入力します。

FAX 掲載したい FAX 番号を入力します。

代表者 代表者の名前を掲載します。

設立 設立年月を掲載します。

資本金 現在の資本金を掲載します。

従業員 現在の従業員数を掲載します。

事業内容 種目や業種、業態等を掲載します。

主要取引先 主要取引先の会社を掲載します。

登録・認可 登録や認可がある場合に記載します。

取引銀行 主要な取引銀行を掲載します。

取締役及び監査役 取締役や監査役の名前を掲載します。

関連会社及び団体 関連会社や関連団体の名称を記載します。

地図 GoogleMap の「ウェブサイトへの地図埋め込み用HTML コード」を入力することができます。

OK 入力内容を確定させる時に使用します。

※TinyMCE を参照 未入力の項目がある場合、入力した項目だけがホームページに表示されます。
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を押す

2 - 6 ブロック

2-6 - 1   ブロックとは

2  ホームページ管理画面



2 - 6 ブロック

2-6 - 1   ブロックとは

2  ホームページ管理画面

よくある質問ブロック

C-1 よくある質問ブロックとは

C-1 よくある質問ブロックとは

よくある質問を Q＆A  形式で答える時に使用することを目的としたブロックです。

C

記事編集画面での表示 サイト

c

c

bb

a

cb

c

b

管理画面での表示

を押す

b

ｃ

ブロック

記事

ブロックのタイトル・説明を編集する時に使用します。

記事 ( 質問と回答の一括り ) を追加する時に使用します。

ブロックを削除します。
記事が入っている場合でもポップアッ
プ画面でOK を押すと記事ごと削除さ
れます。

完全に消えてしまいますので、削除する時はお気をつけ下さい。

種類 このブロックの種類を表示しています。

詳細 記事の詳細を表示します。編集はできません。

質問 ここに質問の内容を入力します。
記入方法は TinyMCE の項目を参考にします。

回答 ここに回答の内容を入力します。
記入方法は TinyMCE の項目を参考にします。

編集 記事の編集をします。ボタンをクリックすると編集
画面が表示されます。

削除 記事字体を削除します。
ポップアップ画面で OK をクリックすると記事を削
除出来ます。

複製 複製ボタンをクリックした記事を下に複製します。

表示順 項目の並び順を変更します。

タイトル このブロックの名称を表示しています。
編集メニューウィンドウとホームページにも表示さ
れます。

説明 ブロック一覧に表示される内容で、ホームページに
は表示されません。

ブロック編集画面で変更できます。※

※

※

編集画面の説明

一つ上に 一つ下に

a

！

！

管理画面の説明
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2 - 6 ブロック

2-6 - 1   ブロックとは

2  ホームページ管理画面

見出し &  記事ブロック

D-1 見出し &  記事ブロックとは
複数の記事（後述）を一括りにして内容を作成するためのブロックです。

ホームページの大部分をこのブロックにて構成します。

複数のページで同じ内容を表示させる場合、それぞれのページに配置するだけで複数のページで表示でき、変更も一つのブロッ

クを編集するだけですみますので、管理がしやすくなります。

D

b

b

aa

b

b

a

a

a

a

記事編集画面での表示 サイト

D-2  見出し＆記事ブロックの構造

管理画面での表示

を押す

b

ブロック

記事

管理画面の説明

ブロックのタイトル・説明を編集する時に使用します。

記事を追加する時に使用します。

ブロックを削除します。
記事が入っている場合でもポップアッ
プ画面でOK を押すと記事ごと削除さ
れます。

完全に消えてしまいますので、削除する時はお気をつけ下さい。

種類 このブロックの種類を表示しています。

メール投稿 設定したメール投稿携帯アドレスからのメール投稿
を使用するかを選択します。

表示設定 記事の表示・非表示の設定をします。
詳細 記事の詳細を表示します。編集はできません。

記事の内容を入力します。
記入方法は TinyMCE の項目を参考にします。

記事に対しての見出しを付けることが出来ます。
未入力の場合、見出しは表示されません。

編集 記事の編集をします。ボタンをクリックすると編集
画面が表示されます。

削除 記事自体を削除します。
ポップアップ画面で OK をクリックすると記事を削
除出来ます。

複製 複製ボタンをクリックした記事を下に複製します。

表示順 項目の並び順を変更します。

タイトル このブロックの名称を表示しています。
編集メニューウィンドウとホームページにも表示さ
れます。

説明 ブロック一覧に表示される内容で、ホームページに
は表示されません。

ブロック編集画面で変更できます。※

※

※

※

編集画面の説明

一つ上に 一つ下に

携帯電話からメールを送信し
記事投稿が可能！
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2-6 - 1   ブロックとは

2  ホームページ管理画面

ブログブロック

E-1  ブログブロックとは
ブログ機能を持ったブロックです。

ページに配置することでブログを設置できます。

ブログブロックの特徴
最新の日付順に上から表示される機能を持ち、1ページに最新の５つの記事が表示され、６つ目以降の古い記事は自動的に２ページ目以

降に配置されます。記事投稿時に、掲載日時の指定ができます。またブログカテゴリーにより、記事をカテゴリー分けできます。
記事に対してのコメント受付機能もあります。記事投稿時に、掲載日時の指定ができます。

E

記事編集画面での表示 サイト

a
a

b
b

c

c

d

e

e

掲載日時は、記事を作成した日より過去に指定することと、未来に指定することができ

ます。

ホームページ上では記事の順番は時系列で新しいものが上に表示されるようになります

ので、時間を変更して順番を入れ替えることができます。また、記事を作成した日より

未来に掲載日時を指定した場合は、その掲載日時になった時にホームページ上で表示さ

れるので、時間を指定して記事を掲載（表示）させたい時に使用します。

定期的なブログ更新や、掲載したい内容がたくさん思い浮かぶ時にまとめて入力してお

く時にも便利です。

掲載日時の上手な使い方

PO INTPO INT

携帯電話からメールを送信し
記事投稿が可能！
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2 - 6 ブロック

2-6 - 1   ブロックとは

2  ホームページ管理画面

E - 2  ブログブロックの構造

管理画面での表示
ブロック

記事

管理画面の説明

記事を追加する時に使用します。

ブロックを削除します。
記事が入っている場合でもポップアッ
プ画面でOK を押すと記事ごと削除さ
れます。

完全に消えてしまいますので、削除する時はお気をつけ下さい。

種類 このブロックの種類を表示しています。

コメント通知
メール受信先

ブログにコメントが投稿された際、通知を希望する
場合は、通知を受け取るメールアドレスを登録する
ことができます。

表示設定 記事の表示・非表示を設定します。
詳細 記事の詳細を表示します。編集はできません。

タイトル（題名）を入力します。（メール投稿の場合は、件名の
部分になります。）

ブログカテゴリーブロックで作成したカテゴリーを選択します。

メール投稿の場合は、● ブロック編集画面のメール投稿時のカテ
ゴリの項目で選択した設定が毎回の投稿で有効になります。

記事を入力します。（メール投稿の場合は、本文の部分になりま
す。）記入方法は TinyMCE の項目を参考にします。

コメントは、記事ごとにコメント投稿が可能、不可能を指定出来
ます。コメントの受付を可能にする場合はチェックを入れます。

メール投稿の場合は、● ブロック編集画面のメール投稿時のコメ
ントの項目で選択した設定が毎回の投稿で有効になります。

投稿日時の設定を行います。
（記事を追加した時間が自動的に入力されています。）

内容を確定する時に使用します。

編集 記事の編集をします。ボタンをクリックすると編集
画面が表示されます。

削除 記事字体を削除します。
ポップアップ画面で OK をクリックすると記事を削
除出来ます。

複製 複製ボタンをクリックした記事を下に複製します。

タイトル ブロックのタイトルを入力します。
ブロック一覧でのみ表示され、ホームページ上では
表示されません。

説明 ブロック一覧に表示される内容で、ホームページに
は表示されません。

ブロック編集画面で変更できます。※

※

※

メール投稿時
のカテゴリ

メール投稿用携帯アドレスから送られた際のカテゴ
リを設定します。予め設定したブログカテゴリブロッ
ク（後述）の中から選択が可能です。

※

メール投稿時
のコメント

メール投稿する際のコメントの扱いを選択できます。※

メール投稿 1-4 投稿メール設定方法でメール投稿用携帯アドレス
を設定したアドレスからの投稿の設定をします。

「使用する」を選択すると下にアドレスが表示されます。

こちらのアドレスがこのブロックに投稿する際のアドレスと

なります。

※

※

編集画面の説明

を押す

タイトル・説明・コメント通知メール受信先・メール投稿・メール
投稿時のカテゴリ・メール投稿時のコメントの設定をする時に使用
します。

a

a

a

b

b

b

c

c

c

d

d

e

e

f

f

ブログブロックE
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a
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b
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2 - 6 ブロック

2-6 - 1   ブロックとは

2  ホームページ管理画面

ブログカテゴリーブロック

F-1  ブログカテゴリーブロックとは

F-２ブログカテゴリーブロックの構造

ブログカテゴリーブロックとはブログブロックとセットで使用するブロックです。ブログの記事のカテゴリ－をこのブロックで管理します。

記事編集画面での表示 サイト

記事編集画面での表示

記事編集画面での表示

を押す

ブロック

記事

管理画面の説明

ブロックのタイトル・説明を編集する時に使用します。

記事を追加する時に使用します。

ブロックを削除します。
記事が入っている場合でもポップアッ
プ画面でOK を押すと記事ごと削除さ
れます。

完全に消えてしまいますので、削除する時はお気をつけ下さい。

種類 このブロックの種類を表示しています。

表示 記事をホームページ上に表示します。

詳細 記事の詳細を表示します。編集はできません。

ブログカテゴリーの名前を入力します。

入力した内容を確定する時に使用します。

編集 記事の編集をします。ボタンをクリックすると編集
画面が表示されます。

削除 記事字体を削除します。
ポップアップ画面で OK をクリックすると記事を削
除出来ます。

表示順 項目の並び順を変更します。

タイトル このブロックの名称を表示しています。
ブロック一覧で表示され、ホームページ上に表示さ
れます。

説明 ブロック一覧でのみ表示される説明となり、ホーム
ページ上では表示されません。

ブロック編集画面で変更できます。※

※

適用ブログ※

※

編集画面の説明

一つ上に 一つ下に

複数のブログがある場合、どのブログのカテゴリーか
を設定します。



2 - 6 ブロック

2-6 - 1   ブロックとは

2  ホームページ管理画面

記事編集画面での表示 サイト

お店情報ブロック

G-1  お店情報ブロックとは
お店情報ブロックとは、予め用意された入力項目を入力するだけでお店情報を一覧表形式で掲載することができます。
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2 - 6 ブロック

2-6 - 1   ブロックとは

2  ホームページ管理画面

G - 2 お店情報ブロックの構造
お店情報ブロックG

管理画面の説明

ブロック

ブロックのタイトル・説明を設定します。

ブロックを削除します。
記事が入っている場合でもポップアッ
プ画面でOK を押すと記事ごと削除さ
れます。

種類 このブロックの種類を表示しています。
タイトル このブロックの名称を表示しています。

編集メニューウィンドウとホームページにも表示され
ます。

ブロック編集画面で変更できます。

説明 ブロック一覧に表示される内容で、ホームページには
表示されません。

※

※

※

記事

新しく記事を追加する時に使用します。

完全に消えてしまいますので、削除する時はお気をつけ下さい。

表示 （一括りの表）を追加する時に使用します。

詳細 記事の詳細を表示します。編集はできません。
編集 記事の編集をします。ボタンをクリックすると編集

画面が表示されます。
削除 記事（一括りの表）自体を削除します。

ポップアップ画面でOKをクリックすると記事を削除
出来ます。

管理画面での表示

を押す

名称 主に写真を入れる項目です。

名称 店名等を入力します。

郵便番号 郵便番号のみを入力します。

住所 住所を入れます

アクセス 交通の便の事を主に入力します。最寄り駅や車で来る際の目印などを入力します。

ＴＥＬ 電話番号を入力します。

ＦＡＸ 表示したい FAX 番号を入力します。

営業時間 営業時間や受付時間などを入力します。

定休日 定休日の内容を入力します。

平均予算 お店での平均予算を入力します。

総席数 お店の座席数などを目安として掲載できます。

駐車場 駐車場の有無や何台まで停めることができるかなどを掲載します。

クレジットカード ご利用出来る（取扱い）クレジットカードの有無や有る場合は取扱いカードの種類を掲載でき

ます。

ホームページ このホームページ以外のホームページをお持ちの際でそのホームページも併せて見て頂きたい

場合に掲載します。

メールアドレス お問い合わせ等での送信先のメールアドレスを掲載出来ます。

ＱＲコード 携帯端末からアクセスする際の QR コードを掲載することが出来ます。ＱＲコードの画

像を画像フォルダにアップロードし、画像を配置します。

備考 上記以外の項目を入力する際に使用します。

※TinyMCE を参照 未入力の項目がある場合、入力した分だけがホームページに表示されます。
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地図 GoogleMap の「ウェブサイトへの地図埋め込み用 HTML コード」を入力することができます。s

おすすめ おすすめの内容を入力します。t

OK は入力内容を確定させる時に使用します。u
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2  ホームページ管理画面

自由ページブロック

H-1  お店情報ブロックの構造
自由ページブロックとは、ページ情報詳細のレイアウトの設定で自由ページ（F）を選択した際に使用するブロックです。

見出し &  記事とほぼ同じ用途で使用しますが、見出しの指定などもなく HTML  で自由にレイアウトしていただくことを目的としたブ

ロックです。ホームページでの表示は、レイアウト A  で表示させた例です。

H

F -２ブログカテゴリーブロックの構造

記事編集画面での表示 サイト

記事編集画面での表示

a

b

b

ブロック

記事

管理画面の説明

ブロックのタイトル・説明を編集する時に使用します。

記事を追加する時に使用します。

ブロックを削除します。
記事が入っている場合でもポップアッ
プ画面でOK を押すと記事ごと削除さ
れます。

完全に消えてしまいますので、削除する時はお気をつけ下さい。

種類 このブロックの種類を表示しています。

詳細 記事の詳細を表示します。編集はできません。

記事を入力します。

入力した内容を確定する時に使用します。

編集 記事の編集をします。ボタンをクリックすると編集
画面が表示されます。

削除 記事字体を削除します。
ポップアップ画面で OK をクリックすると記事を削
除出来ます。

タイトル このブロックの名称を表示しています。編集メニュー
ウィンドウにのみ表示されます。

説明 ブロック一覧でのみ表示される説明となり、ホーム
ページ上では表示されません。

ブロック編集画面で変更できます。※

編集画面の説明

を押す

a

a

a



2 - 6 ブロック

2-6 - 1   ブロックとは

2  ホームページ管理画面

記事編集画面での表示

編集画面での表示

サイト

問い合わせブロック

I - 1  問い合わせブロックとは
問い合わせブロックとは、問い合わせフォーム（メール送信フォーム）の機能を持ったブロックです。

決まったフォーマットで項目と入力フォームを組み合わせて問い合わせフォームを設定することができます。

送信先アドレスは一つのフォームに対して１つのアドレスを指定します。

I
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2 - 6 ブロック

2-6 - 1   ブロックとは

2  ホームページ管理画面

ブロック

記事

管理画面の説明管理画面での表示

問い合わせ項目追加画面 問い合わせ項目編集画面

記事を追加する時に使用します。

ブロックを削除します。
記事が入っている場合でもポップアッ
プ画面でOK を押すと記事ごと削除さ
れます。

完全に消えてしまいますので、削除する時はお気をつけ下さい。

種類 このブロックの種類を表示しています。

詳細 記事の詳細を表示します。編集はできません。

項目登録 問い合わせフォームの登録項目の一覧画面が表示
されます。

問い合わせの送信先のメールアドレスを入力し設定します。

メールの件名を設定します。

内容を確定するときに使用します。

編集 記事の編集をします。ボタンをクリックすると編集
画面が表示されます。

削除 記事字体を削除します。
ポップアップ画面で OK をクリックすると記事を削
除出来ます。

タイトル ブロックのタイトルを入力します。
ブロック一覧でのみ表示され、ホームページ上では
表示されません。

説明 ブロック一覧に表示される内容で、ホームページに
は表示されません。

ブロック編集画面で変更できます。※

※

※

編集画面の説明

タイトル・説明・コメント通知メール受信先・メール投稿・メール
投稿時のカテゴリ・メール投稿時のコメントの設定をする時に使用
します。

a

b

c

新しい項目を追加します。

登録済の項目を編集します。

ブロック編集画面に戻ります。

登録項目を削除します。

項目の並び順を変更します。

登録項目一覧画面の説明

を押す

を押す

を押す を押す

現在の登録項目を一覧表示で確認できる画面です。

一つ上に 一つ下に

並び順

I - 2  問い合わせブロックの構造
問い合わせブロックI



a

a

b

b

c

c
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e
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問い合わせ項目編集画面

問い合わせ項目追加画面

登録済みの問い合わせ項目を一覧で編集する画面です。

登録済みの問い合わせ項目を一覧で編集する
画面です。

PC での表示（フルブラウザ）での入力
フォーム（方法）を選択します。

「PC サイトと同じにする」にチェックを入れると入力フォー

ム（PC サイト）の項目で選んだ入力方法と同じ入力方法に

なります。

携帯サイトでの表示の仕方を設定しま
す。

テキスト（短・中・長・大）に入力できる内容に
制限をかけることができます。

メールで受け取る時の設定をします。

ドロップダウンリスト、チェックボックス、ラジオボタンの場合
は入力項目を設定する為の設定ボタンが一覧に表示されボタンを
クリックすると別画面で編集することができます。

※

項目名

入力フォーム（PC サイト）

入力フォーム（携帯 サイト）

入力制限

メール用設定

問い合わせ項目の状態を指定します。表示・必須

問い合わせをする方が入力しやすいように例を記入します。例

問い合わせする方がこの項目の意味を理解するように
説明を書き加えることができます。

説明

内容を確定する時に使用します。OK

半角 14 文字程度が一行に表示される幅のテキスト入力エリアです。

問い合わせページに表示されます。

内容は空欄でも送信できます。

表示 ：

問い合わせページで空欄では送信できなくなり
ます。

必須 ：

問い合わせページに表示されなくなります。非表示 ：

問い合わせした方の差出人の名

前となります。（通常、お名前の項

目で設定します。）

問い合わせした方の送信先メー

ルアドレスとなります。（通常、メー

ルアドレスの項目で設定します。）

送信者名

送信者メールアドレス

：

：

入力制限を無しにします。

全角のみ入力可能にします。

全角ひらがなのみ入力可能にします。

無し

全角

全角ひらがな

：

：

：

全角カタカナのみ入力可能にします。全角カタカナ ：

半角英数字のみ入力可能にします。半角英数字 ：

電話番号のみ入力可能にします。電話番号 ：

郵便番号のみ入力可能にします。郵便番号 ：

メールアドレスのみ入力可能にします。メールアドレス ：

問い合わせ項目追加画面

問い合わせ項目編集画面

テキスト ( 短 )

半角 29 文字程度が一行に表示される幅のテキスト入力エリアです。テキスト ( 中 )

半角 58 文字程度が一行に表示される幅のテキスト入力エリアです。テキスト ( 長 )

複数行にわたる文字列が一度に表示されたテキスト入力エリアです。テキスト（大）
ドロップダウンリストは、クリックすると表示される選択項
目リストから選んで頂く入力フォームです。

ドロップダウンリスト

一つのチェックボックスを表示させます。チェックボックス（単）
複数の項目から複数を選択して頂く際に使用する項目です。チェックボックス（複）

複数の項目から一つを選択して頂く際に使用する項目です。ラジオボタン

アンケートの要素が強い項目で使用します。

（例…好きなスポーツ　□サッカー　□野球　□ゴルフ）

複数のチェックボックスを表示させます。

※チェックボックスは、ラジオボタンと違い、複数の項目を選択（チェック）

できます。

ドロップダウンリストと同様に項目を追加することができます。

複数の項目から一つを選択して頂く際に使用する項目です。

どれか一つだけ選んで貰いたい項目で使用します。

（例…年齢　○10 代以下　○20 代　○30 代以上）

問い合わせブロック
I - 2  問い合わせブロックの構造
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を押す

I - 3  入力フォーム設定画面の構造

問い合わせ項目一覧画面

ドロップダウンリスト

チェックボックス

ラジオボタン

新規で作成する場合 登録済みの選択項目を編集する場合

選択項目を追加する時に使います。
追加する個数を選択し、追加をクリックします。

追加したい項目数（6 つの例）を選び、

追加をクリックします。

内容を確定する時に使用します。

登録済みの選択項目を編集する時に使用します。

お問い合わせ項目一覧画面に戻ります。

追加した項目を削除します。

並び順を変更します。

登録項目一覧画面の説明

一つ上に 一つ下に

並び順

OK

a

a

a

b

b

登録済みの選択項目を表示して確認することができ
ます。

表示

c

c

を押す

選択項目を編集する必要があるのは以下の３つの入力フォームです。

問い合わせブロックI
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記事編集画面での表示 ホームページでの表示

営業日カレンダーブロック

J-1  営業日カレンダーブロックとは

J -2  営業日カレンダーブロックの構造

営業日カレンダーブロックとは日曜日から始まる当月と翌月の２ヵ月のカレンダー表示機能です。

指定した色で指定した日付を四角で表示し、下に記載されたの内容を明示します。

J

a

b

b

c

a

c

c

c

予め設定しておいた色を

選択して、カレンダーに

指定するだけの簡単操作

で更新出来ます。
設定した色を選択

数字の上でクリックして色を指定

管理画面での表示 ブロック編集画面での表示
ブロック

記事

管理画面の説明

ブロックのタイトル・説明を編集する時に使用します。

記事を追加する時に使用します。

ブロックを削除します。
記事が入っている場合でもポップアッ
プ画面でOK を押すと記事ごと削除さ
れます。

１つ目の項目は２つ目の項目の色をもとに戻す時に使用するため、
色の変更と削除ができません。

完全に消えてしまいますので、削除する時はお気をつけ下さい。

種類 このブロックの種類を表示しています。

表示 記事をホームページ上に表示します。

公開 ・・・・・・・・・・

・・・・

ホームページで色が表示されます。
下書き保存 ホームページで表示されません。

非表示 追加した記事の項目名をホームページ上で非表示に
します。

詳細 記事の詳細を表示します。編集はできません。

丸いカーソルをマウスで動かして色を指定します。

色の項目を入力します。

編集 指定していた色や項目名を編集する時に使用します。

削除 作成した記事（表示色）を削除します。
ポップアップ画面で OK をクリックすると記事を削
除できます

当月と翌月が表示されていますので、
それより前か先の月を表示させます。

複製 複製を押した記事（表示色）をそのまま複製します。

タイトル このブロックの名称を表示しています。
ブロック一覧で表示され、ホームページ上に表示さ
れます。

説明 ブロック一覧でのみ表示される説明となり、ホーム
ページ上では表示されません。

ブロック編集画面で変更できます。※

※

※

編集画面の説明
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2 - 6 ブロック

2-6 - 1   ブロックとは

2  ホームページ管理画面

記事編集画面での表示 サイト

K - 1  お店情報 (美容院・病院・施設等)  ブロックとは
お店情報 (美容院・病院・施設等)  ブロックとは、予め用意された入力項目を入力するだけでお店情報を一覧表形式で掲載することができます。
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K - 2 お店情報 (美容院・病院・施設等)  ブロックの構造
お店情報 (美容院・病院・施設等)  ブロック

管理画面の説明

ブロック

ブロックのタイトル・説明を設定します。

記事の項目・内容を設定します。

ブロックを削除します。
記事が入っている場合でもポップアッ
プ画面でOK を押すと記事ごと削除さ
れます。

種類 このブロックの種類を表示しています。
タイトル このブロックの名称を表示しています。

編集メニューウィンドウとホームページにも表示され
ます。

ブロック編集画面で変更できます。

説明 ブロック一覧に表示される内容で、ホームページには
表示されません。

※

※

※

記事

管理画面での表示

を押す

写真 主に写真を入れる項目です。

名称 店名等を入力します。

郵便番号 郵便番号のみを入力します。

住所 住所を入れます。

アクセス 交通の便の事を主に入力します。最寄り駅や車で来る際の目印などを入力します。

ＴＥＬ 電話番号を入力します。

ＦＡＸ 表示したい FAX 番号を入力します。

営業時間 営業時間や受付時間などを入力します。

定休日 定休日の内容を入力します。

平均予算 お店での平均予算を入力します。

総席数 お店の座席数などを目安として掲載できます。

駐車場 駐車場の有無や何台まで停めることができるかなどを掲載します。

クレジットカード ご利用出来る（取扱い）クレジットカードの有無や、有る場合は取扱いカードの種類を掲載
できます。

メールアドレス お問い合わせ等での送信先のメールアドレスを掲載出来ます。

ＱＲコード 携帯端末からアクセスする際の QR コードを掲載することが出来ます。
像を画像フォルダにアップロードし、画像を配置します。

備考 上記以外の項目を入力する際に使用します。

※TinyMCE を参照

地図 GoogleMap の「ウェブサイトへの地図埋め込み用 HTML コード」を入力することができます。

おすすめ おすすめの内容を入力します。

OK

項目

公開

入力内容を確定させる時に使用します。

表示される項目名です。ドロップダウンリストで選択できる他、任意の項目名を設定できます。

項目単体の表示・非表示を設定できます。

宴会最大人数 お店の座席数などを目安として掲載できます。

予備 上記以外の項目を入力する際に使用します。
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